
2017年度事業計画と実施状況 ◎：計画上回り、○：計画通り、×：計画下回り、未：未着手、※：中止

概要 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

＜事業計画＞

１． 将来の相澤病院建替を見据えた改修マスタープランの作成 相澤病院建替までの中長期改修計画の策定

○ マスタープランの設計業者を選定、理事長よりマスタープランの考え方等について業者に説明

（平成30年度は、全体の建替計画案の策定を目標に、設計業者と月例ミーティングを実施予定）

２． 各事業体間の連携強化 各事業体の緊密な連携による慈泉会の多面的な機能の発揮と慈泉会収益の増強

× 健康C健診での要精検者の相澤病院外来受診増加策について検討したほか、

事業体間の連携における問題点・課題についてヒアリング・意見交換を実施したが、

収益増強に向けた具体的な取り組みには至らず（平成30年度継続検討）

３． 地域包括ケアシステムの構築 行政・介護事業所・医療機関・医療関係機関を加えた連携体制の整備・構築の検討

○ 安曇野市、塩尻市と面談。行政の考え・方向性を踏まえた体制整備を検討中

（平成30年度は、具体的な事業サービスの提供を予定）

４． 近隣病院との緩やかな連携体制の構築 救急医療・人材派遣・給食機能・透析機能等をキーにした連携体制構築の検討

× 関係部署へのヒアリング・意見交換を踏まえ、連携に向けた施策の検討に着手したに留まる

（平成30年度継続検討）

５． 市民のための医療・介護・福祉講座の開催 年間を通じ第2・第4火曜日にヤマサホールにて開催、その他出前講座の開催

○ 全22回、予定通り開催

６． 医療・健診のインバウンドの推進 陽子線治療・健診への外国人の受入

○ 陽子線・人間ドックの外国からの各相談専用回線を設置

陽子線患者宿泊施設として本庄マンション改築し（2ヶ所目）、利用開始

陽子線患者宿泊施設として浅間温泉旅館・ホテルの意向・条件を確認中

慈泉会が医療滞在ビザの身元保証機関となる（7月）

平成29年度：中国より陽子線治療患者6名受入れ、人間ドック受診者2名受入れ

７． 外国人患者受入医療機関認証制度（JMIP)認証受審 外国人患者の円滑な受け入れに向けた公的認証の取得 ★

○ 平成30年2月15日・16日に訪問調査を受審、3月13日付けで甲信越地方初のJMIP認証病院となる

８． 中国からの看護師研修受入 中国の友好病院からの長期看護師研修の受入

○ 4～6月：泰達国際心血管病医院より看護師2名研修受入れ

10～12月：河北省老年病医院より医師4名・看護師2名研修受入れ

９． 新人事制度の策定と導入 人事制度を抜本的に見直し、新制度を導入する（導入10月1日） ★

○ 10月導入、運用開始後の意見を踏まえ、制度の一部見直しを実施

＜定例行事＞

１． 入社式 新規入職予定者（常勤職員●●名、パート職員●名） ★

○ 4月3日開催（常勤職員104名、パート職員13名）

２． 松本ぼんぼんへの参加 ★

○ 8月5日相澤病院連として参加（50名）

３． 病院祭の開催 10月1日（日）開催予定（相澤病院　リハビリテーション部門担当） ★

○ 10月1日開催

４． 慈泉会忘年会 慈泉会全体の忘年会 ★

○ 12月14日開催

５． 慈泉会大運動会 慈泉会全体の大運動会 ★

※ 10月22日開催予定であったが、悪天候により中止

概要 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

＜事業計画＞

１． 標準化による生産性・効率性の向上 内視鏡センターでの午前手術の実施件数を拡大する

○ 日帰り手術枠・入院手術枠を拡大、上部消化管手術を除き、2016年度比0.5～11.8％増加

特殊ケアユニット・3A病棟への患者移動の標準的な仕組みを構築する

〇 特定入院料算定件数の拡大

1月より、毎日のベッドコントロール会議を開催(冬期で平均在棟日数4日を維持）。

予定入院患者の効率的な入院業務を行う「入院支援センター」を立ち上げる（プロジェクト）

○ 医療サービスセンター内に入退院支援室を設置、入院支援業務を5B・4B・2Sの予定入院より開始

２． 救命救急入院料算定病床の統合・配置 効率的な運用を図るため、救命救急センター北側に救命救急入院料算定病床10床を統合・配置する

（プロジェクト） ※ 統合・配置に至らず。施設面、運用面、人員等につき検討するも、人員確保に目途立たず

３． 相澤病院の急性期中核病院としての機能強化 適切な在院日数コントロール機能を強化する

○ 入院期間Ⅱ超え患者の管理を継続、4B病棟における退院調整カンファレンスの実施

４． 紹介専門外来の拡大 紹介専門外来枠を増やすとともに、再診外来患者の相澤東病院への移行を促進する

○ 循環器内科×2枠新設

５． S棟の改修検討 3Ｓ病棟4Ｓ病棟の環境整備と機能性の改善を図るため、改修について検討する（プロジェクト）

事業計画

【慈泉会全体】

事業計画

【相澤病院】



※ 設計プランの確定に至らず。プランの統一化が図れないなど意見をまとめあげられず

６． MRI増設の計画策定と実施 MRI増設に向け、費用対効果を検証し、計画を策定、実施する（プロジェクト）

○ 平成30年4月上旬竣工、同5月中旬より運用開始

７． ICT(情報通信技術）を活用した遠隔診療の導入 専門医療機関としての機能を発揮し、他の医療機関との連携を強化する

○ 相澤病院－岡谷市民病院間での遠隔画像診断システムの環境構築、運用に関する契約を締結

８． 平成30年度診療報酬・介護報酬同時改定への対応 早期の情報収集に努め、適切・効率的な算定体制の構築を図る

○ 新設・既存項目（約16項目）の新規届出を実施

＜定例事業＞

１． 救急救命士の就業後病院実習の受入（年間70名程度） 主にＥＲでの3日間研修（お互い顔の見える関係づくりに貢献）

○ 3月末までに、72名受け入れ

２． 中信がん治療セミナー開催 がん診療連携拠点病院の要件であるセミナーの開催 ★

〇 3月30日開催（音楽療法）

３． 中信緩和ケア研修会2017開催 がん診療連携拠点病院の要件である研修会の開催（厚労省からの修了証） ★

○ 10月28日・29日開催（27名参加）

４． 相澤メディカル講座の開催 がん診療連携拠点病院の要件である医療従事者向け公開講座の開催 ★ ★ ★ ★ ★ ★

○ 5月・7月・9月・11月・1月・3月に開催（計6回）

５． 大規模災害を想定した患者受入訓練 大災害を想定した入院患者の安全確保と外部からの患者の受入訓練 ★

○ 集団災害訓練（9月3日）、夜間総合消防訓練（2月21日）

６． 看護師募集病院合同説明会 東京、松本で開催 ★ ★ ★

○ 4月（長野市）、2月（東京・名古屋・福岡）、3月（松本市）で開催

概要 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

＜事業計画＞

１． 相澤病院から東病院への転院患者の運用再検討 相澤病院/東病院の経営的視点を考慮し円滑な転院が出来るようにする

○ 相澤病院・相澤東病院連絡会議の他に、経営戦略室主幹で転院に関するプロジェクトを

毎月第1火曜日の午前8時30分より転院カンファとして開催していたが、必要時に

開催することとなった。相澤病院・相澤東病院の稼働率を考慮しつつ（経営的視点）、

武井看護部長が中心となり円滑な転院に努めている。

２． 増床（12床）に向けた計画策定 平成30年度の運営開始に向け、12床増床の建築・人員採用等の計画を策定する ★

○ 設計・工事会社（請負額）について決定、保健所へ設計変更申請手続き終了

人員については引き続き検討

３． 外来診療体制の整備 相澤病院の専門外来強化のために東病院の外来で安定した患者の再診を担う

○ 数値から分析すると大きな変化はないが、少しずつ増加

４． 退院支援体制の整備 安心、安全に在宅療養が出来るようにサポートし、かかりつけ医との連携を強化する

◎ 退院後訪問指導の体制を整備し、4月から訪問開始。4～3月、37回の訪問指導を実施。

毎月、相澤病院・相澤東病院・地域在宅医療支援センター合同の検討会を行い、

顔の見える関係づくりに努め、情報提供書について検討している。

５． 地域住民に向けた出前講座 地域住民を対象とした出前講座を開催し、身近な病院としてアピールを行う

◎ 看護部長が中心となり、慈泉会本部（広報・総務）に案内の協力を得て、健康教室を開催。

沢山の方々に参加頂いており、相澤東病院の機能を紹介する場となっている。出前講座は、

町会長、結つかまにアプローチしたが要望なく、工夫をして出前講座の開催を検討中。

慈泉会として緊急受け入れ等を協力している施設に、出前講座を案内することも検討

６． ロコモティブシンドローム予防のための体制整備 高齢者の「運動器」の障害を予防するため医療機器、人員等について整備を進める

◎ 健康講座にて対応が出来ている

７． 長野県地域医療再生事業に基づくリハビリテーション研修 県内の医療従事者(医師、看護師、リハセラピスト)対象として開催する ★ ★ ★

◎ 計画に沿って対応が出来ている

８． 各種届出が可能な項目について検討 算定可能な届出について検討を行い、届出ができるように準備を進める

○ 今年度計画した項目については全て届出完了

＜定例事業＞

１． 相澤東病院　夏祭り 入院患者及び家族、近隣住民を対象として開催する ★

○ 8月19日、予定医通り開催

概要 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

＜事業計画＞

１． がん検診DAY・WEEK開催 ①肺がん検診WEEK（禁煙相談あり）　②女性がん検診DAY ①肺がんWEEK ②★10/15

○ 肺がん検診：11月実施（10名）、女性がん検診DAY：10月実施、28名

２． 新規ドック・コースの実施 ①　大腸CT

○ 3月末までに23件実施

②　認知症スクリーニング

○ 3月末までに47件実施

③　プレミアムドック

○ 3月末までに7件実施

事業計画

【相澤東病院】

【相澤健康センター】

事業計画



３． インバウンドの継続的な実施 国際課と連携してインバウンドを推進する

○ 1月に中国人受診者2名実施

４． 産業医活動　（ストレスチェックの実施） ストレスチェックの実施と産業医面談　①実施　②面談 ① ②

○ 3事業所233名のストレスチェックを実施

５． 収益を上げるための取り組み ①　休日ドック＆営業日の拡大 ★4/29 ★9/23 ★12/23 ★1/28 ★2/25

○ 休日ドックを実施、4/29：35名、9/23：37名、12/23：44名、1/28：44名、2/25：45名受診

②　二日ドック受診者の拡大（ダイレクトメール送付・案内・予約）

◎ アイプラチナクラブ会員は１50名の申込み

６ 脳ドック件数増加 MRI装置導入に伴い、脳ドック検査を増加させる　①準備　　②実施 ① ②

○ MRI装置設置完了、平成30年5月中旬より稼働開始予定、それに伴いﾄﾞｯｸ使用枠を増枠予定

＜定例事業＞

１． 健康教室開催 前期・後期各１回開催 ★ ★

○ 前期（5/20）ふれあいｳｫｰｷﾝｸﾞ講座に13名参加

AIﾌﾟﾗﾁﾅ会員対象の健康講座 10/28：13名参加、11/4：18名参加

２． 夜間健康講座 広報と協同して実施　（全１０回　受付、会場準備）

○ 9月末までに9回実施。健康講座登録者200名

３． 健康保険組合及び事業所訪問 担当者が健康保険組合および事業所を訪問

○ 組合および事業所　計17施設を訪問

４． ドック受診者の満足度調査実施 受診者の満足度調査を実施し、改善に繫げる ★ ★

○ 満足度調査を9月実施し、高い評価が得られたが、更に改善に努め、2月に満足度調査を実施

概要 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

＜事業計画＞

１． 松本市北部地域包括支援センタ-の運用再検討 北部地域包括センタ-の適切な収支状況が確保出来るように運営の検討を行う

○ 毎月、運営会議を開催し、収支安定に向け取り組みを展開中

２． 通所リハビリ「歩み」の見直しを行う 通所リハビリ「歩み」を再構築し収支状況の改善を図る

○ 10月の運営会議で29年度前期の取り組みを報告、利用者は170名から200名に増加

３． 通所リハビリ「歩み」第三者評価受審 質の評価を行いサ-ビスの向上を図る ★

○ 1月12日に訪問調査受審
４、 通所リハビリ塩尻第三者評価受審 質の評価を行いサ-ビスの向上を図る ★

○ 1月19日に訪問調査受審

５． ディサ-ビス移転・開設に向けて委員会の設立 通所系サ-ビスについて検討を行う

○ 安曇野市へ2回、塩尻市へ2回訪問。行政の考え・方向性を踏まえた体制整備を検討中。

６． 在宅災害対策における体制の整備 大災害を想定し、在宅における災害時の体制を整備する ★

○ マニュアルが完成し、12月より利用者へマニュアルを配付し、説明が終了

７． 安曇野センタ－福祉の集い参加 麻績・筑北地域でのイベントに参加する ★

○ 8月27日「麻績村福祉の集い」参加、10月21日Ａｉカフェを安曇野市豊科で開催

８． 介護カルテシステムの更新 介護カルテシステムを更新し平成３０年医療介護同時改定に対応できるようにする ★

○ 更新システムはソフトウェアサービスのシステム、平成30年2月より新システムに切替

＜定例事業＞

１． ひまわり交流会 要介護状態の利用者に外出の機会を作り、ご家族も含めたレクリェ-ションの場を提供する ★ ★

○ 5月20日124名、6月17日106名参加にて開催

２． ひまわり塩尻まつり ご利用者・ご家族・地域の方々にレクリェ－ションの場を提供する ★

○ 9月9日に開催、来場者168名

３． 利用者満足度調査　　訪問看護・訪問リハビリ 質およびサ－ビスの向上を図る ★

○ 利用者満足度調査、居宅7月より実施、訪問リハ10・11月実施、訪問看護2月実施

４． 支援センタ-学術大会 日々の活動を通して得られた業績や研究をまとめて発表を行う ★

○ ヤマサホールで30年2月24日開催、演題数20、参加者145名　

概要 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

＜事業計画＞

１． 新たな研修協力病院におけるER研修の準備 日本医科大学付属病院高度救命救急CにおけるER研修実施に向けた打合せ、準備を行う

○ 先方の研修センターと連絡をとり、研修派遣の準備完了

２． 新専門医制度への適切な対応 H30年度の新制度施行に向けた体制を診療科と協同し整備する

○ 専攻医登録に向けた説明会及び募集を実施。現時点で内科、外科、救急科に合計5名採用入職

３． 新たな医学系研究に関する倫理指針への対応 5月に施行される予定の新指針を精査し、指針に沿った必要な対応を研究者らと行う

○ 新指針に沿ったSOP他規程などを作成・整備し、院内公表済み。申請手続きの支援継続中

＜定例事業＞

１． 研修管理委員会、研修修了式・祝賀会・学術発表会企画開催 2年間の卒後臨床研修に関する管理業務を行う ★ ★ ★

○ 第1回、第2回及び第3回研修管理委員会は予定通り開催

２． 研修に関する行政への申請、報告等 研修年次報告、各種補助金申請・実績報告、プログラム変更申請等実施

○ H28年度年次報告・補助金実績報告

【地域在宅医療支援センター】

事業計画

【医学研究研修センター】

事業計画



H29年度病院変更届けは厚生労働省の検認済、補助金の交付決定通知を受領

３． 病院説明会への参画（ブース出展） 全国の医学生・研修医に当院研修をアピールし研修医及び専門医の勧誘を行う ★ ★★ ★★ ★ ★ ★★★

○ 富山での説明会2回、初期レジナビ2回、専門医レジナビ、信大説明会等に参加、来訪者合計210名

４． 相澤病院医学雑誌（第15巻）発刊、第16巻の発刊準備 慈泉会職員他からの学術論文を募集し、雑誌を編集・発行 ★

○ 計画通り、7月1日付けにて発刊。次号発刊準備中（全14報掲載予定）

５． 信州医学英語フォーラム（SMEF）企画開催 県内の研修医等、若手医師を対象に、フォーラムの事務局として企画開催業務を行う ★

○ 計画通り実施（参加者合計30名、当院研修医も発表）

６． 長野ニューロロジーカンファランス開催 発表抄録作成、広告募集等事務局業務を行う ★ ★

○ 第1回、第2回とも計画通り実施

７． VHJ機構研修医・指導医交流会参画 臨床研修に関する情報交換を機構の他施設と行い研修改善に繋げる ★

○ 主催病院の都合で開催が11月となり、指導医、研修医ら4名を派遣

研修内容等に関して有益な情報収集ができた

８． 研修医同窓会企画開催 事務局として、当院卒後臨床研修同窓生の情報交換の機会をつくる ★

○ 予定通り盛会のうちに開催、参加者合計51名

概要 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

＜事業計画＞

１． 普華相澤リハビリテーションセンターの運営管理 北京普華医院内におけるリハビリセンターを委託運営する

○ 円滑に運営でき、収入は過去3年間で最多

２． 北京普華医院との契約の検討 普華相澤リハビリセンターの委託契約の最終年度となるため、契約継続について検討する

○ 契約内容を変更し、更新することで合意

３． 河北省老年病医院との契約締結【石家庄市】（リハビリテーション技術支援） リハビリ事業の横展開として同院と契約を締結し、支援事業を開始する

※ 先方が相澤病院との契約を希望したことから、相澤（北京）としての事業化には至らず

来年度は、相澤病院と研修事業を実施予定

４． 長峰リハビリテーション医院との契約締結【武漢市】（リハビリテーション技術支援） リハビリ事業の横展開として同院と契約を締結し、支援事業を開始する

※ 契約の締結に至らず

５． 南方医科大学第五医院との契約締結【広州市】（リハビリテーション技術支援） リハビリ事業の横展開として同院と契約を締結し、支援事業を開始する

× 先方との協議は継続しているが、進展のスピードは遅く、来年度中の契約となる見込み

６． 相澤病院リハビリ部門（施設）認証制度の構築 中国にてリハビリ医療の第三者的評価としての基準を策定するとともに、評価を実施する

× 評価項目は出来ているが、実際の運用には至らず

７． 訪日治療相談室の運営（インバウンド） 日本へのインバウンド窓口機能を拡充するとともに、現地でのPR活動を実施する

○ 問合せ件数は増加（陽子線治療6名、肺がん手術1名、乳がん手術1名）

８． 後任スタッフの選定、育成 2018年4月からの出向職員の選任とその育成を行う

× 相澤病院内に中国リハチームを結成しているが、後任者の具体的な選定と教育には至らず

＜定例事業＞

１． 董事会開催 ★ ★

○ 董事会開催：12月9日及び3月10日

事業計画

【相澤（北京）医院管理有限公司】


